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連合愛媛2023安全衛生学習会を開催

　６月24日（土）松山市窪野町水田でアジア・アフリカ支援米の田植えを実施し、組合員

や家族など54名が参加しました。

　この取り組みは、生産調整田に支援米を作付けし、飢餓や食糧不足に陥っているアジア・

アフリカの国々へ支援米を送ることを目的に展開しています。

　当日は、梅雨時期ではあるものの天候に恵まれ、組合員や家族らが普段経験することのな

い田植えを実施しました。初めて手植えをした子ども達は、泥だらけになりながら楽しい時

間を過ごしました。

　なお、今年10月ごろに稲刈りを行い、12月に支援米として発送する予定としています。

　６月21日（水）労働安全衛生委員会の取り組みの一つとして、今年４月からスタートした「第14

次労働災害防止計画」をテーマに、愛媛労働局から講師を招いて、連合愛媛役員、構成組織代表者並

びに安全衛生委員会委員、計50人が参加し学習会を開催しました。

　学習会では、亀田課長より愛媛での14次労働災害防止推進計画の取り組み指標や、これまでの労

働災害の発生状況に基づいた取り組み計画ついて説明がありました。その後、岡本労働基準部長から

は、これまでの労働災害現場調査における災害防止対策の重要性や、災害で一番多い転倒防止対策、

高齢化に対応するハードやソフト面での対策とこれからの時期に増加する可能性がある熱中症への対

策について、災害事例を交え取り組みポイントについて説明を受けました。

　労働組合にとっても、労働者の安全対策は第１優先であり、今後の安全対策に関する労使の取り組

み強化など、良い学びの機会となりました。

　６月19日（月）「男女平等月間」の取り組みとして、愛媛労働局雇用・環境均等室へ「雇用におけ

る男女平等に関する要請」を連合愛媛ジェンダー平等・多様性推進委員と女性委員会および事務局計

14名で実施しました。

　要請内容の概略は、『新型コロナウイルス感染症の蔓延以降、とりわけ、女性の雇用への影響が大

きく、就業者数は2020年４月以降、対前年同月比で減少が続いたが、2022年以降は増加傾向で回

復しつつあるが、依然として非正規雇用で働くパート・アルバイト・派遣労働者等、女性が多く就い

ている業種では、生活にゆとりがないのが現状である。更には、子どもの貧困問題では、貧困率は

13. 5％と非常に高く、子どもの貧困解消は待ったなしである。

　また、育児休業取得率の調査では、女性は85. 1％に対して男性は13. 97％でした。前年の12. 65

％その前の7. 48％と比べると取得率は上昇傾向にあるものの、いまだ水準は低いのが実情である。

そして、DVを含むハラスメント被害、性的指向・性自認ジェンダー課題に関しては、連合が2016

年に実施したLGBTに関する職場意識調査結果では、LGBT等の性的マイノリティ当事者は８％程

度もあり、今後LGBT関連に関しても理解を進める取り組みが必要。』等を提起し、３つの柱９項目

について見解を求め、渡部室長から要請に対する見解が示されました。その後、意見交換を通じ参加

者とさらに認識を深めました。


